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中国語を母語とする日本語学習者の発音上の不安
―教室内における日本語発音不安尺度の作成と検討―

青　海　佳　子

1. 研究の背景と目的
　第二言語の学習や使用、習得には、情意要因である不安が大きな影響を与え

ているとして、これまでに数多くの研究がなされてきた。1980 年代以降、第

二言語不安 1) の概念化、及び不安尺度の作成が行われるようになり、第二言語

学習には特有の第二言語不安が生じるということが明らかになった (Horwitz 

et al., 1986 ; MacIntyre & Gardner, 1991)。これにより、不安と第二言語習

得との関係について多くの研究がなされ、不安はクラス内での積極性に負の

影響を与え、間接的に口頭表現能力にも影響を及ぼすものであり (Ely, 1986)、

学習の各段階 ( 入力、処理、出力 ) においても習得を妨害する (MacIntyre & 

Gardner, 1989) など、第二言語習得の成功に作用する重要な要因だと考えら

れている。

　学習者の第二言語不安を測定する際は、これまでに作成されたいくつかの

不安尺度が用いられている。母語使用環境 2) における教室内での不安尺度と

しては、主に Horwitz et al.(1986) の FLCAS（Foreign Language Classroom 

Anxiety）や、MacIntyre & Gardner（1988）の FCA(French Class Anxiety)、

FUA（French Use Anxiety）などが用いられている。また、目標言語使用環

境における不安尺度としては、元田 (2000) において、教室内、教室外の不安

を測る日本語不安尺度が作成され、その信頼性、妥当性が検討されている。

　元田 (1998) では、既存の第二言語不安尺度が詳しく分析されているが、こ

れまでの不安尺度における不安項目の内容には、主に発話や他の学習者などに
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対する不安を測定する項目が多く、特に、発話は全ての尺度に含まれているこ

とから、これまでの先行研究が発話場面における不安を重視してきたことが指

摘されている。

　主に発話は、何らかの情報を相手に伝達するために行われるものであり、情

報伝達が的確に行えるかどうかは、話し手が発する音声 3) にも非常に大きく左

右されると思われる。したがって、学習者は目標言語で発話する際、発話内容

だけでなく、自分自身の発音についても不安を感じている可能性があり、発音

をする上での不安が第二言語の使用に影響を及ぼす場合もあると考えられる。

実際に、日本語の教育現場では、発音によるミスコミュニケーションが学生た

ちの間だけでなく、教師と学生との間でもしばしば起こり、その経験が学習者

に発音への不安を生じさせ、教室での積極性に影響を与えているのではないか

と考えられる場面が少なからずある。

　しかしながら、従来の不安尺度には、発音への不安を測る項目が含まれてお

らず、学習者の発音上の不安を測定することは困難である。

　そこで本研究では、中国語を母語とする日本語学習者に対して、日本語の発

音についての不安アンケート調査を行い、学習者が日本語を発音する際に感じ

る不安の現状を明らかにした上で、日本語の発音不安尺度を作成し、その信頼

性を検討していく。

　調査方法としては、まず、中国語を母語とする日本語学習者が日本語を発話

する際、発音に不安を感じているかどうかの予備調査を行い、発音上の不安要

因を明らかにする。次に、予備調査で得られた発音についての不安項目を用い

て再びアンケート調査を行い、教室内における発音不安を測定する尺度を作成

し、その信頼性を検討する。最後に、日本語のレベルによって、発音への不安

にはどのような違いがあるのかを考察する。
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2. 予備調査
2.1 目的

　中国語を母語とする日本語学習者が教室内で発音に不安を感じているかどう

かを調査し、どのような発音に不安を感じているのか、また、どのような状況

下で不安を感じるのかを明らかにする。

2.2 方法

　調査対象者 …中国北京市内の外国語大学において、日本語を専門として学

んでいる日本語学習者 231 名 ( 男性 39 名、女性 192 名 ) を対象とする。日本

語レベル ( 自己申告 ) 別では、初級 88 名、中級 128 名、上級 15 名である。

　調査時期 …2006 年３月～４月

　アンケート用紙の構成 …教室内で発音に不安を感じているかどうかの判断

を ｢ 全く不安でない ｣、｢ 不安でない ｣、｢ どちらともいえない ｣、｢ 不安だ ｣、

｢ 非常に不安だ ｣ の５段階評価で求める。さらに、どのような日本語の発音に

不安を感じるか、また、どのような状況下で発音に不安を感じるかの具体的内

容を自由記述で求める ( 複数回答可とする )。質問紙の言語は学習者の母語で

ある中国語で行う。中国語から日本語への訳は調査者が行い、中国語母語話者

に内容の一致を確認してもらう。また、中国語から日本語への訳においての不

安を表す用語については、元田 (1998) の資料を参考とし、｢ 不安になる ｣｢ 心

配である ｣｢ 緊張する ｣｢ 焦る ｣ を用いる。

　不安要素の分類 …自由記述で得られた不安の内容を短文にしてカード化し、

内容的な分類を行う。

2.3 結果

　アンケートで求めた５段階評価の結果を ｢ 不安でない (｢ 全く不安でない ｣

と ｢ 不安でない ｣ を含む )｣、｢ どちらともいえない ｣、｢ 不安だ (｢ 非常に不安
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だ ｣ と ｢ 不安だ ｣ を含む )｣ の３つに分類したところ、図１のように、初級の

学習者では、教室内で発音に不安を感じている学習者 (48％ ) のほうが、不安

を感じていない学習者 (26％ ) より多かった。中級の学習者でも、発音に不安

を感じていると答えた学習者 (41％ ) のほうが、感じていないと答えた学習者

(31％ ) より多く、初級と中級では、発音に不安を感じている学習者の存在が

明らかになった。上級では、発音に不安を感じていないと答えた学習者(53.3％)

のほうが、感じていると答えた学習者 (26.6％ ) より多かったが、対象者数が

15 名と比較的少なかったことから、さらなる調査が必要だと思われる。

図 1　初級、中級、上級の学習者に対する発音不安アンケート結果

図 2　学習者が不安に感じている発音
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　また、学習者にどのような日本語の発音に不安を感じているかの自由記述を

求めたところ、アクセントとイントネーションに不安を感じるという回答が最

も多く、初級では全体の約 63％、中級では 83％、上級でも 68％を占めていた。

このことから、日本語レベルに関わらず、学習者はアクセントとイントネーショ

ンに不安を感じているということが明らかになった。その他では、清濁の区別

や特殊音 ( 長音・促音・撥音 )、単音レベルに対する不安が比較的多くみられ

た ( 図 2)。

　さらに、どのような状況下で日本語の発音に不安を感じるかの自由記述を求

めたところ、教室内において発音に不安を感じる状況 41 項目が得られた。教

室内での不安項目以外に、教室外での発音についての不安も４項目得られたが、

今回の調査は教室内における発音上の不安を調べるものであったため、これら

４項目は削除した。

　教室内において発音に不安を感じる状況 41 項目の内容的分類を行った結果、

｢ 不確かさ (10)｣｢ 間違い (7)｣｢ 教師 (6)｣｢ 特定の教室活動 (6)｣｢ 他の学習者 (3)｣｢

発話 (3)｣｢ 能力 (3)｣｢ 言語処理（3）｣ の 8 内容に分けることができた ( 表 1)。

　また、表２は学習者が日本語の発音に不安を感じる状況の、日本語レベル別、

上位３項目を表している。ここから、初級、中級、上級の学習者は、いずれも

教師が自分の言った日本語を理解してくれなかった場合に強く発音に不安を感

じるということが分かる。また、不安は、アクセントやイントネーションが分

からない単語や文を読む場合にも生じやすく、図２で示したように、アクセン

トやイントネーションに対する発音への不安が、不安を感じる状況にも表れて

いるということが分かる。また、中級では、他の学生に笑われたとき発音に不

安を感じると答えた学習者が 14％いたが、これはクラスの雰囲気によっても

左右されるものだと思われる。
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表 1　学習者が日本語の発音に不安を感じる状況

表 2　学習者が発音に不安を感じる状況（日本語レベル別、上位 3項目）
初級 中級 上級

1 先生が私の言った日本語が分
からないとき (35.2％ )

先生が私の言った日本語が分
からないとき (43.8％ )

先生が私の言った日本語が分
からないとき (53.3％ )

2 教室で声に出して単語や教科
書を読むとき (15.9％ )

どんなアクセント ( イント
ネーション ) か分からない単
語や文を読むとき (14.8％ )

どんなアクセント ( イント
ネーション ) か分からない単
語や文を読むとき (20％ )

3
どんなアクセント ( イント
ネーション ) か分からない単
語や文を読むとき (14.8％ )

他 の 学 生 に 笑 わ れ た と き
(14％ )

自分の言いたいことがうまく
表現できないとき (13.3％ )

( )
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3. 発音についての不安アンケート調査
3.1 目的

この調査では、予備調査で得られた発音に不安を感じる状況 41 項目を用いて、

母語使用環境における教室内での発音不安尺度を作成することを目的とする。

3.2 方法

　調査対象者 …予備調査でアンケートに協力してもらった学習者は除いて、

北京市内の大学に在学し、日本語を専門に学んでいる学習者201名(初級92名、

中級 50 名、上級 59 名 ) を対象とする。なお、日本語レベルは自己申告に加え、

日本語能力試験などの合否も記入してもらう。

　調査時期 …2006 年５月

　アンケート用紙の内容と構成 …アンケート用紙の質問項目には、予備調査

で得られた発音に不安を感じる状況 41 項目を用いる。質問紙の初めには、「日

本語の授業を思い浮かべてください。以下は日本語の発音に関する質問です」

という前書きをする。質問紙の言語は中国語を用い、日本語から中国語への訳

は中国語母語話者が行い、調査者が内容の一致を確認する。質問項目に対する

回答は「全くそう思わない ( １点 )」から ｢ 非常にそう思う ( ６点 )｣ までの６

件法で求める。

3.3　結果と考察

　因子分析結果 …アンケートで得られたデータの解析には、統計パッケージ

SPSS(14.0J for Windows)を用いた。まず、発音に対する不安 41 項目について、

主因子法による因子分析を行った。なお、今回の調査は探索的段階であるの

で、因子の予測は行わなかった。因子抽出の基準である最小の固有値は 1.0 と

し、因子軸の回転にはバリマックス法を用いた。その結果、固有値 1.0 以上の

7 つの因子が抽出された。それらに対し、それぞれの因子負荷量が .40 未満の
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項目と、他の因子との負荷量差が .10 未満の項目、共通性が .30 以下の項目を

削除し、残った項目で再度因子分析を行った。その結果、最終的に 34 項目か

らなる 5 つの因子が得られた ( 表 3)。以上の分析で得られた 34 項目を日本語

発音不安尺度とする。

　　日本語発音不安尺度の第１因子は、主に、スピーチや発表など特定の教室

活動で起こる発音不安によって構成されていたので、「特定の教室活動での発

音不安」とした。第２因子は、どんなイントネーション ( アクセント ) か分か

らない文を読むときなど、発音が不確かな場合に起こる不安によって構成され

ていたので、｢ 発音の不確かさに対する不安 ｣ とした。第３因子は、みんなの

前で発音を間違えてしまったときや、正しいと思っていた発音が実は間違って

いたときなど、発音を間違えた際の焦りで構成されていたので、｢ 発音の間違

いに対する焦り ｣ とした。第４因子は、先生が自分の日本語を聞いて分からな

い顔をしたときや、他の学生が自分の日本語を聞いて笑ったときなど、自分の

発音が悪いのではないかと感じた際に起こる不安で構成されていたので、「低

い日本語発音力に対する不安」とした。第５因子は、できる限り流暢な日本語

で話そうと思うときなど、教室内で発話する際に起こる発音不安で構成されて

いたので、｢ 日本語での発話における発音不安 ｣ とした。

　以上の因子分析で得られた日本語発音不安 34 項目、及び下位尺度である因

子１から因子５までの統計量を求めたところ、表４のようになった。

　日本語発音不安尺度の信頼性分析 …日本語発音不安尺度の内部一貫性を確

認するために、クロンバックのα係数を求め、信頼性分析を行った。その結果、

日本語発音不安尺度では .95 の値が得られた。また、因子 1 の ｢ 特定の教室活

動での発音不安 ｣ では .93、因子 2 の ｢ 発音の不確かさに対する不安 ｣ では .89、

因子 3 の ｢ 発音の間違いに対する焦り ｣ でも .89、因子 4 の ｢ 低い日本語発音

力に対する不安 ｣ では .83、因子 5 の ｢ 日本語での発話における発音不安 ｣ で

は .87 の値が得られた。以上の結果から、日本語発音不安尺度の信頼性は充分
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表 3　日本語発音不安尺度の項目と因子パターン行列（バリマックス回転後）

表 4　日本語発音不安尺度の統計量
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に高いと言える。

　分散分析結果 …発音についての不安アンケート調査では、調査対象者に自

己申告で日本語レベルを記入してもらうのに加え、日本語能力試験などの合否

も記入してもらった。それをまとめると、日本語能力試験２級レベルの学習者、

日本語能力試験１級合格レベルの学習者、そして、日本語能力試験１級、及び

中国国家教育部主催の日本語専攻８級試験合格レベルの学習者の３つに分ける

ことができた。そこで、初級レベルを日本語能力試験２級程度、中級レベルを

日本語能力試験１級合格程度、上級レベルを日本語能力試験１級、及び中国国

家教育部主催の日本語専攻８級試験合格程度とみなし、レベルの分類を行った。

　日本語発音不安尺度によって得られた回答の平均値をレベル別にみると、初

級の学習者のほうが上級の学習者より発音に対する不安が高いのではないかと

思われた。そこで、発音に対する不安とレベル差にどのような関係があるのか

を調べるため、各レベルの平均値の間に有意差が存在するかどうかを検討した。

表 5 は、平均値の差が有意であった項目 ( 計 13 項目 ) における各レベルの平

均値と標準偏差を示したものである。分散分析の結果、表６に示したように、

日本語発音不安尺度の 13 項目において、レベルの効果は有意であった。また、

多重比較によれば、｢ 先生が私の日本語を聞いて分からない顔をしたとき、自

分の発音が悪いのではないかと不安になります ｣ では、初級と上級の間に有意

差があった。しかし、初級と中級、及び中級と上級の間の差は有意ではなかった。

｢ 先生に発音が悪いと何度も直されると焦ります ｣ では、中級と上級の間に有

意差があったが、それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ 先生が私の

日本語を聞いて ｢ もう一度お願いします ｣ と言った時、発音が悪いのではない

かと不安になります ｣ では、初級と上級の間に有意差があったが、それ以外の

レベル間の差は有意ではなかった。｢ 以前覚えた単語を初めて使うとき、正し

く発音できるか心配です ｣ では、初級と上級の間に有意差があったが、それ以

外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ 読む練習をしていない文章を読むと
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き、正しく発音できるか心配です ｣ では、初級と上級の間に有意差があったが、

それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ どんなイントネーション（ア

クセント）か分からない文を読むとき、正しく発音できるか不安になります ｣

では、初級と上級の間に有意差があったが、それ以外のレベル間の差は有意で

はなかった。予備調査における自由記述では、全体の割合をみると、初級の学

習者よりも上級の学習者の方が、アクセントとイントネーションに不安を感じ

ているという回答が若干多かったが、それは上級の調査対象者が 15 名と少な

かったことが影響していると思われる。｢ 自分の言いたいことをうまく表現し

たいとき、正しく発音できるか心配です ｣ では、初級と上級の間に有意差があっ

たが、それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ クラスメートや先生の

前でスピーチをし、それに対する質問に答えるとき、うまく発音できるか心配

です ｣ では、初級と中級の間に有意差があったが、それ以外のレベル間の差は

有意ではなかった。｢ クラスメートと会話練習をするとき、うまく発音できる

か不安になります ｣ では、初級と中級、初級と上級の間に有意差があったが、

中級と上級の間の差は有意ではなかった。｢ とても静かな教室で発言するとき、

うまく発音できるか不安になります ｣ では、初級と中級の間に有意差があった

が、それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ 日本人教師の前で話すと

き、うまく発音できるか不安になります ｣ では、初級と上級の間に有意差があっ

たが、それ以外のレベル間の差は有意ではなかった。｢ 授業の予習を全くして

いないとき、うまく発音できるか不安になります ｣ では、初級と中級、初級と

上級の間に有意差があったが、中級と上級の間の差は有意ではなかった。｢ み

んなが自分の話す日本語を聞いているとき、うまく発音できるか不安になりま

す ｣ では、初級と中級の間に有意差があったが、それ以外のレベル間の差は有

意ではなかった。

　以上をまとめると、初級と上級の間に有意差があったのは、13 項目中７項

目、初級と中級の間に有意差がみられたのは３項目、中級と上級の差が有意で
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あったのは１項目、初級と中級、及び初級と上級の差が有意であったのは２項

目であった。初級と中級、または初級と上級の間に比較的多く有意差がみられ

たが、中級と上級の間に有意差があったのは 1 項目だけだった。このことから、

各レベルの平均値の差が有意であった項目 ( 計 13 項目 ) に関してみると、初

級の学習者は、発音上の不安が比較的大きいという傾向がみられるが、日本語

のレベルが高くなるにつれて、発音への不安とレベルとの間に一定の関係性は

あまりみられないということが分かる。

表 5　各レベルの平均値と標準偏差
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4. まとめ
　本研究では、母語使用環境において、中国語を母語とする日本語学習者が教

室内で日本語を発音する際、日本語の発音に不安を感じているのか、感じてい

るのであれば、どのような日本語の発音に不安を感じているのか、また、どの

ような状況下で不安を感じるのかなど、学習者の発音についての不安の現状を

明らかにした上で、日本語の発音不安尺度を作成し、その信頼性を分析するこ

とを目的に調査を行った。

　調査の結果、初級レベルと中級レベルでは、日本語の発音に不安を感じてい

表 6　分散分析表
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ると答えた学習者が感じていないと答えた学習者を上回り、日本語の発音に不

安を感じている学習者の存在が明らかになった。また、どのような日本語の発

音に不安を感じるかの自由記述からは、日本語レベルに関わらず ｢ アクセント

とイントネーションに不安を感じる ｣ という回答が最も多く得られた。さらに、

どのような状況下で発音に不安を感じるかの自由記述からは、発音に不安を

感じる状況 41 項目が得られ、それらの内容的分類を行った結果、｢ 不確かさ

(10)｣｢ 間違い (7)｣｢ 教師 (6)｣｢ 特定の教室活動 (6)｣｢ 他の学習者 (3)｣｢ 発話 (3)｣｢

能力 (3)｣｢ 言語処理 (3)｣ の 8 内容に分けることができた。これらの発音に不安

を感じる状況 41 項目を質問項目とし、日本語の発音についてのアンケート調

査を行い、因子分析を行った結果、最終的に 34 項目の不安項目が選定され、

5 つの因子に分けられた。各因子に含まれる項目の内容的特徴から、因子 1 を

｢ 特定の教室活動での発音不安 ｣、因子 2 を ｢ 発音の不確かさに対する不安 ｣、

因子 3 を ｢ 発音の間違いに対する焦り ｣、因子 4 を「低い日本語発音力に対す

る不安」、因子 5 を ｢ 日本語での発話における発音不安 ｣ と命名した。また、

尺度の内部一貫性を検討する信頼性分析では、日本語発音不安尺度の高い信頼

性が確認された。

　さらに、レベル別にみた各不安項目の平均値の差を分散分析によって調査し

たところ、41 項目中 13 項目でレベル間の平均値に有意差があり、初級の学

習者のほうが、発音への不安が比較的大きいという傾向がみられた。

　以上の調査により、中国語を母語とする日本語学習者は教室内において発音

に不安を感じているという現状が明らかになった。また、発音不安尺度の作成

から、今後の発音不安調査への足がかりを築くことができた。しかしながら、

既存の不安尺度との関係や、対人不安、日本語に対する自信との関係などがま

だ考慮されていないため、尺度としての妥当性を検討する必要がある。よって、

今後の課題は、日本語発音不安尺度の妥当性を検討し、教育現場での使用につ

なげ、学習者への発音教育に役立てていくことである。
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＜注＞
1) 本研究では、MacIntyre, P.D. & Gardner, R.C. (1994) を参考に、｢ 第二言語学習にお

ける発話や聴解などに特定的に関わる緊張や懸念の感情 ｣ を第二言語不安と呼ぶ。

2) 母語使用環境とは、学習者の母語が使用されている社会環境を指し、目標言語使用環

境とは、学習者の目標言語が使用されている社会環境を指す ( 元田 1997）。

3) 音声とは、人間が意識的に音声器官を使い伝達目的をもって発する音であり、発音とは、

音声を発する ( 調音までも含めた ) 行為を指す ( 鹿島 2002)。
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